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２　活動内容

　将来の予想が大変困難であるとともに多様に変化する社会にあって、学校教育によせられた
国民の期待を実現していくことは、教育実践の場にある一人一人に課せられた大きな使命である。
　また、各学校においては、学校現場における教育課題はもとより、新型コロナウイルス等感
染症対策を視野に入れた教育活動の工夫や「業務改善」｢働き方改革」等への対応が迫られて
る。

　管理職としての立場を築いていく上で、学校長の経営に沿った明確な教育ビジョン、危機を察
知できる先見性や洞察力、そして常に的確な対応ができる課題解決力などが重要になってくると
考える。
　そこで、県公立小・中学校教頭会は、会員の緊密な連絡、協調を図りながら、自らの職責感を
高め教頭の職務を遂行していかなければならない。さらに、教育専門職としての教職員の資質向

（１）児童生徒に「生きる力」を育む学校教育の推進に努める。
（２）研修活動を積極的に推進し、教頭としての資質の向上に努める。
（３）本会の組織、機能を活性化し、会員相互の信頼を深め、連帯意識の高揚を図る。
（４）教育諸機関・団体との連携を図り、諸活動を積極的に推進する。

（１） 第６２回九州地区公立学校教頭会研究大会鹿児島大会、第５６回鹿児島県公立小・中学校
　　　教頭会研究大会の充実を図る。

（２） 組織活動としての地区研修会及び市町村ブロック別研究会を充実し、会員の意識の高揚を
  図る。

（３） 情報収集に努めるとともに会報を発行し、活発な広報活動を展開する。

（４） 管理職としての教頭の処遇改善に向けて、調査活動及び要請活動を行う。

（５） 全国公立学校教頭会、九州地区公立学校教頭会、県連合校長協会及びその他教育関係機関

  との連携を密にする。
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上及び教育諸条件の改善等に関する課題の解決に努力し、本県教育の充実振興を図っていく必要
がある。
そのために、次の方針で活動する。


